
 

 

 

 

 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域
に
お
け
る
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

活
動
の
軌
跡
（
二
〇
〇
四
～
二
〇
一
六
） 

海
外
技
術
協
力
分
科
会 

 
 

高
橋 

邦
夫 

 

『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域
に
お
け
る
エ
コ
サ
ン
・

ト
イ
レ
の
普
及
活
動
』
は
二
〇
一
六
年
七
月
を
も
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。
以
下
で
は
二
〇
〇
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

活
動
を
振
り
返
り
、
主
な
成
果
と
課
題
を
整
理
し
ま
す
。 

 
 一

．
は
じ
め
に 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
草
の
根
技
術
協
力
事
業

（
草
の
根
パ
ー
ト
ナ
ー
型
）「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域

に
お
け
る
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
拡
大
に
よ
る
生
活

環
境
の
改
善
事
業
」
は
二
〇
一
六
年
七
月
を
も
っ
て
終
了

し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域
に
お
け
る
エ
コ
サ

ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
活
動
は
、
な
ん
と
二
〇
〇
四
年
に
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
二
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
以

下
で
は
そ
れ
ら
活
動
を
振
り
返
り
、
主
な
成
果
と
課
題
を

整
理
し
て
お
く
。 

 二
．
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
普
及
活
動
の
経
緯 

二
〇
〇
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
は
、
二
〇
〇
九
年

度
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
自
ら
が
、
全
国
的
な
展
開
（
一

家
庭
・
一
農
地
（O

n
e
 H

o
u

se
 O

n
e
 F

a
rm

 P
o
licy

）
政

策
で
は
導
入
ト
イ
レ
は
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
導
入
が
指
定

さ
れ
て
い
る
）
を
図
る
段
階
へ
と
進
展
し
た
と
い
え
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
建
設
さ
れ
た
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
効

用
、
す
な
わ
ち
、
衛
生
改
善
、
し
尿
資
源
の
循
環
利
用
、

そ
し
て
使
い
易
さ
な
ど
が
、
使
用
住
民
に
評
価
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
の
一
つ
の
証
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
間
、
建



 

 

 

 

 

設
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
デ
ザ
イ
ン
の
刷
新
、
導
入
前
後

の
水
系
伝
染
病
経
由
の
医
療
支
出
に
注
目
し
た
衛
生
改
善

便
益
の
計
測
、
し
尿
に
よ
る
農
作
物
栽
培
試
験
に
基
づ
く

便
益
評
価
な
ど
を
積
み
上
げ
て
き
た（
我
々
の
試
算
で
は
、

一
世
帯
（
五
人
家
族
）
あ
た
り
、
年
間
の
衛
生
改
善
便
益

は
二
〇
〇
〇
Ｂ
Ｄ
Ｔ
、
し
尿
資
源
利
用
便
益
は
一
〇
〇
〇

Ｂ
Ｄ
Ｔ
、
ト
イ
レ
建
設
費
が
二
万
Ｂ
Ｄ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、約
六
年
で
建
設
費
の
償
還
が
可
能
と
推
定
し
て
い
る
。

な
お
、
現
在
一
Ｂ
Ｄ
Ｔ
＝
一
．
四
円
で
あ
る
。
ま
た
、
ユ

ニ
セ
フ
は
、
全
国
の
立
地
状
況
の
異
な
る
貧
困
地
域
で
の

エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
導
入
に
関
す
る
指
名
競
争
入
札
方
式

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
（
二
〇
〇
九
年
）。 

そ
し
て
現
在
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
・
地
方
開
発
省

で
は
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
に
関
し
て
多
額
の
予

算
を
付
け
て
い
る
段
階
に
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
一
方
で
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
は
、
そ
の
後

の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
不
適
切
な
使
用
や
、
ト
イ
レ
備

品
の
破
損
に
よ
る
放
置
、
結
果
と
し
て
、
し
尿
の
資
源
利

用
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
実
情
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
こ
の
国
で
は
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ

レ
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
導
入
し
た
村

を

単

位

に

、

Ｃ

Ｂ

Ｏ

（C
o
m

m
u

n
ity

 
B

a
se

d
 

O
rg

a
n

iza
tio

n

）
を
設
立
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
の
定
期
的
な
活
動

と
ト
イ
レ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
並
行
し
て
実
施
し
て
い

る
。
ト
イ
レ
に
よ
る
衛
生
改
善
や
資
源
利
用
の
実
を
高
め

る
た
め
、
ピ
ッ
ト
・
ラ
ト
リ
ン
な
ど
既
往
ト
イ
レ
を
含
め

た
地
域
（C

o
m

m
u

n
ity

）
ぐ
る
み
の
ト
イ
レ
管
理
シ
ス

テ
ム
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
自

立
的
・
持
続
的
な
組
織
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
）
に
よ
る
運
用
が
不
可

欠
と
な
る
と
い
う
認
識
の
下
で
の
活
動
展
開
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ

レ
に
限
ら
ず
、
既
往
ト
イ
レ
の
適
切
な
建
設
・
管
理
・
評

価
に
対
す
る
統
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
基
準
）
の
作
成
と

更
新
を
行
い
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
知
識
の
共
有
の
た
め
、
各

種
ス
テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
関
連
す
る
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

ド
ナ
ー
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
な
ど
か
ら
構
成
）

が
参
集
す
る
定
期
的
な
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
履
行
し
て
き

た
。 さ

ら
に
こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
局
所
的
な
が



 

 

 

 

 

表１ 活動の経緯（３段階） 

ら
し
尿
資
源
（
特
に
乾
燥
糞
）
の
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
も
Ｃ
Ｂ

Ｏ
の
独
自
な
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｏ
コ
ミ
ッ
テ

ィ
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
組
織
）
が
エ

コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
使
用
者
か
ら
乾
燥
糞
を
購
入
し
、
一
定

の
品
質
管
理
（
含
水
率
な
ど
）
の
後
、
パ
ッ
ク
詰
め
し
た

乾
燥
糞
を
、
乾
燥
有
機
肥
料
と
し
て
販
売
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の

生
み
出
す
便
益
を
よ
り
顕
在
的
な
も
の
と
す
る
利
得
（
目

に
見
え
る
受
益
）
で
あ
り
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
適
正

利
用
、普
及
拡
大
に
確
実
に
つ
な
が
る
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
が
生
産
す
る
し
尿
資
源

を
Ｃ
Ｂ
Ｏ
が
経
営
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
コ
ミ

ッ
テ
ィ
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
（
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
使

用
者
及
び
そ
の
他
ト
イ
レ
使
用
者
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
受
益

を
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
に

よ
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
の
自
立
、
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
適
正
利

用
の
定
着
、
受
益
を
活
用
し
た
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普

及
拡
大
、
ひ
い
て
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域
を
視
座

に
入
れ
た
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
拡
大
を
意
図
し
た 

主たる目的 活動内容及び成果 事　業　名（事業期間・基金など）

第1段階
エコサン・トイレの機能評価
（衛生工学的合理性の検証）

○エコサン・トイレ機能（物質収支し尿成
分、疫学的安全性）
○エコサン・トイレによる衛生改善効果／
便益の実証
○エコサン・トイレの循環利用効果／便益
の実証

バングラデシュ農村地域における衛生改
善・し尿資源循環を目的とした中間技術
の普及活動
（2004年度7月～2009年10月）
地球環境基金・ＴＯＴＯ水環境基金・JICA
草の根技術支援事業（支援型）

第2段階
エコサン・トイレの適正管理のた
めの組織化と運用
（ＣＢＯの樹立と自主的運用）

○エコサン・トイレのモニタリングにおける
経時的変化とマネジメントの諸課題
○ＣＢＯの設立と運用
○ＣＢＯによるマネジメントと評価

バングラデシュ農村地域におけるエコサ
ン・トイレの適正管理に関する普及啓発
活動
（2010年6月～2013年6月）
JICA草の根技術支援事業
（パートナー型）

第3段階

エコサン・トイレが生産するし尿
資源の流通とビジネス・モデル
の構築と自立的運用
（ＣＢＯによるビジネス・モデルの
自主的運用と定着）

○ＣＢＯを主体としたエコサン・マーケット・
ビジネスモデルの設立と運用
○リボルビング・ファンドによるエコサン・ト
イレの普及拡大
○エコサン・マーケットの定着評価

バングラデシュ農村地域におけるエコサ
ン・トイレの普及拡大による生活環境の
改善
（2013年7月～2016年7月）
JICA草の根技術支援事業
（パートナー型）

 



 

 

 

 

 

も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
主
と
し
て
行
っ
て
き
た
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ

の
衛
生
工
学
的
実
証
か
ら
、
住
民
の
受
容
性
の
検
証
、
そ

し
て
Ｃ
Ｂ
Ｏ
を
経
営
管
理
主
体
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

性
と
い
う
３
段
階
か
ら
構
成
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 
 

三
．
主
な
成
果
と
課
題 

（
１
）．バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
化
学
肥
料
の
削
減
期

待
効
果 

現
在
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
化
学
肥
料
の
大
半
を

輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
今
仮
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
す

べ
て
の
人
々
が
し
尿
の
資
源
利
用
し
た
場
合
、
先
に
得
た

一
世
帯
年
間
当
た
り
の
便
益
一
〇
〇
〇
Ｂ
Ｄ
Ｔ
／
（
世

帯
・
年
）
の
費
用
負
担
が
削
減
で
き
る
も
の
と
す
れ
ば
、

約
二
〇
％
の
化
学
肥
料
価
格
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
（
三

〇B
illio

n

Ｂ
Ｄ
Ｔ
）。
ま
た
農
地
面
積
の
約
一
〇
％
を
そ

れ
ら
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
試
算
を
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
推
計
は
、
一
方
で
は
化
学
肥
料
の
削
減
や
施
肥
面
積

を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
莫
大
な
効
果
を
示
し
て
い
る
が
、

農
地
に
お
け
る
施
肥
は
米
や
野
菜
で
年
三
回
程
度
の
作
付 

収
穫
の
現
実
を
見
た
と
き
、
到
底
需
要
量
は
ま
か
な
え
な

い
と
い
う
事
実
も
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
２
）
水
系
伝
染
病
の
罹
病
頻
度
と
医
療
支
出 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
水
系
伝
染
病
に
関
わ
る
医

療
支
出
費
の
調
査
事
例
（W

a
te

r a
n

d
 S

a
n

ita
tio

n
 

P
ro

g
ra

m
, W

o
rld

 B
a
n

k
, 2

0
0
7
)

に
よ
れ
ば
、
特
に

D
ia

rrh
e
a

は
六
〇
％
を
超
え
る
支
出
を
記
録
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
全
世
帯
に
エ

コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
を
導
入
す
る
と
し
、
そ
の
結
果
二
〇
〇

〇
Ｂ
Ｄ
Ｔ/

世
帯/

年
の
衛
生
改
善
便
益
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
水
系
伝
染
病
の
主
た
る
要
素
で
あ
る

D
ia

rrh
e
a

に
対
す
る
便
益
と
す
る
と
、約
三
六
％
の
削
減

が
期
待
で
き
る
こ
と
と
な
る
（
六
〇B

b
illio

n

Ｂ
Ｄ
Ｔ
）。 

（
３
）
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
か
ら
他
の
形
式
ト
イ
レ
へ
の

変
更 継

続
的
な
ト
イ
レ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
エ
コ
サ
ン
・

ト
イ
レ
か
ら
他
の
形
式
ト
イ
レ
へ
の
変
更
（
約
一
〇
～
二

〇
％
の
ト
イ
レ
に
見
ら
れ
た
）
に
は
特
に
次
の
二
点
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
ト
イ
レ
の
使
用

や
し
尿
の
利
用
に
対
す
る
文
化
的
な
障
壁
の
存
在



 

 

 

 

 

（P
re

se
n

ce
 o

f S
o
cio

-cu
ltu

ra
l B

a
rrie

r to
 u

se
 th

e
 

to
ile

t

）
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
都
市
化
の

進
展
と
、
ト
イ
レ
形
式
の
選
好
に
は
何
ら
か
の
関
連
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
ト
イ
レ
形
式
は
住

居
形
態
と
関
連
し
、
特
に
浄
化
槽
（S

e
p
tic 

T
a
n

k
 

sy
ste

m

）
の
導
入
は
都
市
化
住
宅
に
追
随
し
て
い
る
。
エ

コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
は
一
つ
の
ト
イ
レ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
そ
れ
ら
要
件
は
、
住
民
の
選
好
に
反
映
す
る
も
の
と

考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
４
）
Ｃ
Ｂ
Ｏ
活
動
の
経
過
と
評
価 

活
動
当
初
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
月
毎
の
会
議

（M
o
n

th
ly

 M
e
e
tin

g

）
の
主
な
議
論
の
テ
ー
マ
は
、
部

品
の
補
修
（R

e
p
a
irin

g
 o

f to
ile

t

、h
e
a
t p

a
n
e
l a

n
d
 

h
o
le

 
cov

er

）
や
、
備
品
の
提
供
（P

ro
v
id

e
 

u
rin

e
 

co
n

ta
in

e
r

）、
基
礎
知
識
の
提
供
（T

o
ile

t p
ro

p
e
r u

se
 

a
n

d
 m

a
in

te
n

a
n

ce

）
な
ど
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
個
人
的

欲
求
に
属
す
る
。 

そ
し
て
、
活
動
の
経
過
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
が
共
同

し
て
対
応
す
る
テ
ー
マ
、
す
な
わ
ち
Ｃ
Ｂ
Ｏ
内
部
の
集
団

的
欲
求
が
増
え
て
く
る
。
会
費
の
徴
収
に
応
じ
た
銀
行
口

座
の
開
設
（B

a
n

k
 a

cco
u

n
t o

p
en

）、
ト
イ
レ
・
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
協
働
実
施
（M

o
n

ito
rin

g
 e

a
ch

 o
th

e
r

）、
事

務
所
の
開
設
（O

ffice
 
se

tu
p

、p
ro

v
id

e
 o

ffice
 
ta

b
le

 

a
n

d
 

ch
a
ir

）
、
ト
イ
レ
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（A
rra

n
g
e
 b

en
e
fit ca

m
p
a
ig

n

、e
tc

）
な
ど
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
最
寄
り
の
小
学
校
へ
の
啓
発
（G

iv
in

g
 

te
a
ch

in
g
 su

p
p
o
rt a

t p
rim

a
ry

 stu
d
e
n

ts

）、
所
得
安

定
の
た
め
の
投
資
（G

iv
in

g
 lo

a
n
 to

 m
e
m

b
ers from

 

d
e
p
o
site

d
 

m
o
n
e
y
 

fo
r 

in
co

m
e
 

g
e
n

era
tin

g
 

p
u

rp
o
se

）
、
行
政
機
関
と
の
協
働
（C

oo
p
e
ra

tion
 

b
e
tw

e
en

 C
B

O
 &

 U
n

ion
 P

a
risa

d

）、
環
境
保
全
キ
ャ

ン

ペ

ー

ン

（

B
e
n
e
fit 

ca
m

p
a
ig

n
 

of 
sa

fe
 

e
n

v
iro

n
m

en
t

）
、

ト

イ

レ

補

修

の

協

働

出

資

（R
e
p
a
irin

g
 of to

ile
t u

se
d
 sh

a
rin

g
 m

o
n
e
y

、e
tc

）

な
ど
Ｃ
Ｂ
Ｏ
活
動
と
他
の
組
織
と
の
連
携
、
環
境
問
題
へ

の
関
心
、
プ
ー
ル
し
た
金
の
ロ
ー
ン
運
用
な
ど
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ

外
部
と
の
連
携
を
も
内
含
し
た
集
団
的
欲
求
へ
と
次
第
に

移
行
し
て
い
く
、と
い
う
軌
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｏ
の
活
動
軌
跡
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
結
果
に
反
映
す
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
の
個
人
的
欲



 

 

 

 

 

求
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
内
部
の
集
団
的
欲
求
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｂ
Ｏ
外
部

と
の
連
携
を
も
内
含
し
た
集
団
的
欲
求
へ
と
熟
度
の
向
上

は
、
同
時
に
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
使
用
を
よ
り
適
切
な

も
の
と
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
５
）
エ
コ
サ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
成 

エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
が
生
産
す
る
し
尿
資
源
を
Ｃ
Ｂ
Ｏ

が
経
営
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ
コ

ミ
ッ
テ
ィ（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
組
織
）、

Ｃ
Ｂ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
（
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
使
用
者
）、
そ

し
て
購
買
農
家
メ
ン
バ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
が
受
益
を
得
る
ビ

ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ

Ｂ
Ｏ
の
自
立
、エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
適
正
利
用
の
定
着
、

受
益
を
活
用
し
た
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
拡
大
、
ひ

い
て
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
地
域
を
視
座
に
入
れ
た
エ

コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
普
及
拡
大
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
図
１
参
照
） 

（
６
）
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
・
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
（
返
済
率
の

分
析
） 

返
済
率
（
返
済
額
）
は
返
済
意
思
に
依
存
す
る
こ
と
。 

 

受益の
種類

エコサントイレ建設によ
るメイソンの受益

・建設にかかわる雇用
拡大

・建設費の４０％

エコサントイレ使用世帯
の受益

・乾燥肥料の自家消費
・余剰乾燥肥料の出荷
・衛生改善便益の享受

CBOコミッティ
の受益

エコサントイレ使用世帯か
らの乾燥肥料の購入と加
工販売にかかわる差益

乾燥肥料購買農家の
受益

・乾燥肥料の施肥による
収穫量の増加

・乾燥肥料の購買価格

乾燥
肥料の
流通

エコサントイレ
使用世帯

ＣＢＯコミッティ
乾燥肥料
購買農家

規模の
拡大

新規エコサントイレ世帯の
拡大

リボルビング・ファンドの
返済

 

図１ ＣＢＯを主体としたエコサン・マーケットの構成 



 

 

 

 

 

返
済
意
思
に
は
、
家
計
的
余
裕
（
所
得
額
そ
の
も
の
で
は

な
く
保
険
へ
の
加
入
や
収
入
／
支
出
比
率
）、ト
イ
レ
に
対

す
る
好
感
度
（
ト
イ
レ
か
ら
得
る
受
益
意
識
）
が
正
に
反

映
す
る
こ
と
、
一
方
体
験
と
記
憶
（
援
助
慣
れ
と
い
う
べ

き
か
）
は
負
に
反
映
す
る
こ
と
、
と
要
約
で
き
よ
う
。 

（
７
）
エ
コ
サ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
運
用 

ま
ず
、
乾
燥
肥
料
の
値
付
け
が
実
勢
流
通
価
格
と
し
て

一
〇
Ｂ
Ｄ
Ｔ/

㎏
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

（
１
）
で
述
べ
た
実
験
計
画
に
基
づ
く
推
定
便
益
を
は
る

か
に
う
わ
ま
わ
る
実
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
見
を
も

と
に
、
ト
イ
レ
の
耐
用
年
数
、
建
設
費
、
維
持
管
理
費
、

資
源
利
用
・
衛
生
改
善
便
益
を
軸
と
し
て
示
し
た
も
の
が

図
２
で
あ
る
。
他
の
ト
イ
レ
は
そ
の
ほ
ど
ん
ど
を
占
め
る

ピ
ッ
ト
・
ラ
ト
リ
ン
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
エ
コ

サ
ン
・
ト
イ
レ
は
使
用
約
３
年
後
に
は
建
設
費
・
維
持
費

は
カ
バ
ー
さ
れ
、
ピ
ッ
ト
・
ラ
ト
リ
ン
に
対
し
て
は
約
二

年
後
に
は
、
経
費
的
に
優
位
と
な
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。 

  

四
．
お
わ
り
に 

開
発
途
上
国
へ
の
貢
献
を
意
図
し
た
活
動
は
そ
れ
こ
そ

無
数
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
日
本
で
は
、
そ
れ
ら
活
動
の

帰
結
と
し
て
“
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
”
と
い
う
形
容
詞
が
つ

い
て
回
る
の
が
今
日
の
趨
勢
と
い
っ
て
い
い
。“
持
続
可
能

な
”
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
共
有
さ
れ
た
概
念
と
し
て
定

着
し
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
“
持
続
可
能
な
”
と

は
、“
何
が
”、“
誰
に
と
っ
て
”、“
何
故
に
そ
う
な
の
か
”、

そ
の
た
め
、“
誰
が
”、“
何
を
”、“
ど
う
す
る
の
か
”、
に

対
す
る
筋
道
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

例
え
ば
、“
誰
が
”
は
多
く
の
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

言
葉
の
表
現
と
し
て
適
切
か
否
か
は
と
も
か
く
、
貢
献
す

る
側
、
貢
献
さ
れ
る
側
と
に
大
別
し
よ
う
。
貢
献
す
る
側

に
は
貢
献
す
る
側
の
属
性
（
例
え
ば
管
理
機
構
と
し
て
の

政
府
、
商
社
、
専
門
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
は
往
々
に
し
て
複
合
体
を
成

し
て
い
る
。
一
方
で
、
貢
献
さ
れ
る
側
の
属
性
（
例
え
ば
、

裨
益
者
と
し
て
の
政
府
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
住
民
等
）
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
と
き
各
属
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
や
選

好
を
有
し
て
い
る
。
貢
献
す
る
側
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
と 
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い
う
概
念
を
基
軸
に
活
動
展
開
す
る
の
は
構
わ
な
い
。 

一
方
の
さ
れ
る
側
か
ら
見
た
と
き
、
そ
う
し
た
概
念
は 

活
動
を
監
理
す
る
政
府
高
官
、
有
力
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
幹
部
ク

ラ
ス
し
か
共
有
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
に
は
ス

ピ
ー
ド
・
マ
ネ
ー
と
い
う
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
利
得
が
着
い

て
廻
る
現
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い
う
概
念
に
は
時
間
軸
が
伴
う
。
そ

れ
は
将
来
世
代
に
と
っ
て
と
い
う
尺
度
が
一
般
的
で
あ
る
。

将
来
世
代
を
見
据
え
た
イ
メ
ー
ジ
は
数
十
年
先
と
い
う
将

来
の
不
確
実
性
を
内
含
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要

な
こ
と
は
将
来
を
具
現
化
で
き
る
の
か
、
つ
ま
り
基
本
的

に
は
生
存
の
持
続
可
能
性
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。 

こ
こ
で
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
四
日
夜
起
こ
っ
た
一

二
〇
人
を
超
え
る
犠
牲
を
出
し
た

T
a
zre

e
n

 
F

a
sh

io
n

s 

L
td

の
火
災
や
二
〇
一
三
年
四
月
二
三
日R

a
n

a

・P
la

za

の
ビ
ル
崩
壊
事
件
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
な
ん
と
こ
の

事
件
で
は
一
一
二
九
人
を
超
え
る
犠
牲
者
が
出
た
。
前
者

の
火
災
で
か
ろ
う
じ
て
ビ
ル
三
階
か
ら
飛
び
降
り
体
中
に

け
が
を
負
っ
た
婦
人
の
不
安
は
、
も
し
今
後
働
け
な
く
な

図２ エコサン・トイレとピット・ラトリンとの便益評価 



 

 

 

 

 

っ
た
ら
子
供
た
ち
に
送
金
で
き
な
く
な
る
と
い
う
唯
一
事

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
後
者
の
例
で
は
ビ
ル
崩
壊
が
十
分
に

予
測
懸
念
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
れ
で
も
働
か
な
け
れ
ば
明

日
の
暮
ら
し
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
選
択
の
余
地
の
な

い
な
か
で
の
選
択
で
あ
っ
た
。
多
く
の
犠
牲
者
は
地
方
の

農
家
の
出
身
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
野
良
仕
事
で
は
明
日
の

生
計
が
成
り
立
た
な
い
た
め
、
危
険
や
低
賃
金
に
甘
ん
じ

る
と
い
う
選
択
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

明
日
へ
の
生
存
を
賭
け
た
サ
バ
イ
バ
ル
と
し
か
言
い
よ
う

の
な
い
状
況
が
現
実
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
貢
献
す

る
側
に
対
し
て
サ
バ
イ
バ
ル
な
状
況
下
に
お
い
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
と
い
う
概
念
が
受
容
で
き
る
の
か
、
と
い
う
切
実

な
課
題
を
突
き
付
け
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。 

次
に
“
何
を
”
で
あ
る
。
例
え
ば
衛
生
改
善
と
い
う
テ

ー
マ
に
対
す
る
“
何
を
”
は
何
も
し
な
い
を
含
め
て
そ
れ

こ
そ
無
数
に
存
在
す
る
。“
何
を
”
は
目
的
を
持
っ
た
手
段

で
あ
り
、
手
段
の
持
つ
目
的
合
理
性
ば
か
り
で
な
く
裨
益

（
ひ
え
き
）
者
の
受
容
性
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
一

言
に
受
容
性
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
合
理
的
に
割
り
切
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
文
化
の
受
容
を
考
え
て

み
れ
ば
わ
か
り
易
い
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
“
ど
う
す
る
か
”
で
あ
る
。
貢
献
す
る
側
が
、

己
の
尺
度
（
思
惑
や
利
害
）
に
お
い
て
一
貫
し
て
全
う
す

る
や
り
方
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
れ
ば
そ
う
す
る

の
も
一
つ
の
や
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
的
に

は
己
の
尺
度
で
一
貫
し
て
貢
献
す
る
な
ど
不
可
能
な
こ
と

で
あ
り
、
お
し
き
せ
・
お
せ
っ
か
い
と
な
り
か
ね
な
い
。 

 
 
 
 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
貢
献
す
る
側
の
お
せ
っ
か
い
の
残

骸
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
。
結
局
、
貢
献
さ
れ
る
側
の
真

に
裨
益
者
た
る
貧
乏
人
が
主
体
と
な
ら
な
い
限
り
、
持
続

可
能
な
活
動
な
ど
覚
束
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、
途
上
国
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
そ
れ
ら
を
必
要
条
件
、
十
分
条
件
、
必
要
十
分
条
件

と
い
う
視
点
か
ら
総
括
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
必
要
条
件

で
あ
る
。
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
工
学
的
合

理
性
に
あ
る
。
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
活
動
に
示
し
た
よ

う
に
、
追
加
的
費
用
便
益
を
明
示
し
、
理
解
を
得
る
こ
と

で
あ
る
。そ
れ
で
は
、必
要
条
件
を
全
う
し
た
と
こ
ろ
で
、

自
立
的
・
持
続
的
な
展
開
が
可
能
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
受
容
性
が
備
わ
な
け
れ
ば
不
可
能
な
の



 

 

 

 

 

で
あ
る
。
受
容
性
と
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
多
く
の
住
民
に

と
っ
て
の
選
好
に
適
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
選
好

を
記
述
す
る
要
素
と
は
何
か
。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
条
件
も

そ
の
一
部
を
成
す
と
し
て
、
個
々
の
住
民
が
、
ま
た
集
合

体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
追
加
的
便
益
を
顕
在
化
し

た
も
の
と
し
て
の
認
識
に
至
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
便
益

の
顕
在
化
と
は
要
す
る
に
目
の
前
に
あ
る
利
得
（
金
）
で

あ
れ
ば
よ
り
わ
か
り
易
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
費
用
便
益

概
念
は
将
来
に
対
す
る
投
資
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
の

ず
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い
う
概
念
を
含
ん
で
い
る
か
ら

受
容
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
環
境
の
価
値
は
い
く

ら
か
な
ど
と
い
う
先
進
国
で
は
や
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

サ
バ
イ
バ
ル
な
状
況
に
置
か
れ
た
住
民
に
は
架
空
の
程
遠

い
概
念
と
し
か
作
用
し
な
い
の
で
あ
る
。 

エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
活
動
で
得
ら
れ
た
一
つ
の
帰
結
を

紹
介
し
よ
う
。
写
真
は
エ
コ
サ
ン
・
ト
イ
レ
の
生
産
し
た

乾

燥

肥

料

の

Ｃ

Ｂ

Ｏ

（C
o
m

m
u

n
ity

 
B

a
se

d
 

O
rg

a
n

iza
tio

n

）、
つ
ま
り
村
単
位
の
ト
イ
レ
組
合
に
よ

る
販
売
光
景
で
あ
る
。
ト
イ
レ
組
合
は
村
の
ト
イ
レ
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
有
料
で
乾
燥
糞
を
購
入
し
、
含
水
費
の
調
整
や

ふ
る
い
わ
け
な
ど
の
粒
度
調
整
後
、
袋
詰
め
し
運
搬
し
や

す
い
乾
燥
肥
料
と
し
て
販
売
す
る
。 

 

写真：エコサン・トイレの生産した乾燥肥料のCBO 

トイレ組合による販売光景（2013 Keshabpur,Jessore） 



 

 

 

 

 

 

も
ち
ろ
ん
、
加
工
費
や
運
営
費
な
ど
の
採
算
性
に
配
慮

し
た
価
格
設
定
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
乾
燥
肥
料
の
需

要
農
家
で
は
収
穫
高
の
増
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
ト
イ
レ
ユ
ー
ザ
ー
、
そ
れ
を
管
理
す
る
Ｃ
Ｂ

Ｏ
さ
ら
に
乾
燥
肥
料
を
消
費
す
る
農
家
の
い
ず
れ
も
が
何

ら
か
の
顕
在
化
し
た
利
得
を
得
る
と
い
う
帰
結
で
あ
る
。 

必
要
十
分
条
件
を
一
つ
一
つ
確
認
し
積
み
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
時
間
が
必
要
と
な
る
。
“
継
続
は
力
な
り
”

と
は
そ
の
側
面
を
集
約
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
継

続
す
る
た
め
に
は
モ
デ
ル
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
の

モ
デ
ル
と
は
活
動
展
開
の
道
筋
に
対
す
る
一
貫
し
た
イ
メ

ー
ジ
と
呼
ん
で
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
モ
デ
ル
に
は
、

多
分
、
規
範
的
な
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ

れ
は
仮
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
サ
バ
イ
バ
ル
な
状
況
の
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

に
直
に
結
合
す
る
要
素
は
何
か
を
問
い
続
け
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
知
っ
て
い
る
・
知
ら
な
い
、
わ
か

る
・
わ
か
ら
な
い
、
で
き
る
・
で
き
な
い
、
と
い
う
素
朴

な
自
問
自
答
を
繰
り
返
す
こ
と
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

知
っ
た
か
ぶ
り
、
わ
か
っ
た
ふ
り
、
で
き
る
ふ
り
は
、
仮

説
の
歪
曲
で
あ
り
、
結
局
、
お
せ
っ
か
い
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 
 


